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UXプロジェクトについて

 本県経済が将来にわたり、持続的に成長していくためには、半導体関連産業及び自動車関連産
業に続く「第３の柱」となる新たな産業の創出が必要。

 そのため、空港周辺地域を拠点に、熊本の強みであるライフサイエンス分野※を中心として、ビジネス
創出の好循環（エコシステム）形成を目指す「UXプロジェクト」を推進。
※本プロジェクトにおけるライフサイエンス分野とは・・・医療・介護・健康・食・ビューティー・スマート農業等
のこと



R５年度UXプロジェクト実証実験サポート事業について

【実施体制】
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【支援内容】

 熊本県をフィールドとする実証実験を対象とした支援を通じて、熊本県及び市町村の社会課題の
解決や県民サービスの向上につなげていくとともに、事業者等への支援により産業を創出する。

 採択事業については、経費支援及び実証フィールドの斡旋、実証モニターの募集支援等の伴走
支援を実施。

申請枠別に設定されている実証に必要な経費を補助

＜募集枠別補助上限額＞

① 通常枠：200万円（4件）

② スタートアップ企業枠：100万円（2件）

③ 市町村連携枠：100万円（2件）

実証実験を進めるための支援を実施

＜主な支援＞

① 実証フィールドの斡旋

② モニター募集支援

③ 事業内容のブラッシュアップ

④ 実証実験における取組のPR など

UXプロジェクト事務局
（県（産業支援課）・EYｽﾄﾗﾃｼﾞｰ・ｱﾝﾄﾞ・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ）

•実証実験実施企業の公募

•採択企業へ伴走支援

事業者等
•実証実験の実施

市町村
•採択企業へ伴走支援

テーマ
熊本県(市町村)における

社会課題※

協力

伴走支援

情報共有

伴走支援

実証データ
等の提出

市町村連携枠のみ

※テーマはライフサイエンス分野に限る
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募集枠について

 対象（公募要件に加え）

 創業から5年以内の中小
企業

 採択数（上限）

 2件

 経費上限額

 100万円

スタートアップ企業枠

【募集枠別要件】

 対象（公募要件に加え）

 市町村の社会課題解決
に資する実証実験

 連携先の市町村との間で
実証実験実施に向けた
伴走支援について事前協
議がなされている

 採択数（上限）

 2件

 経費上限額

 100万円

市町村連携枠

 対象

 公募要件と同様

 採択数（上限）

 4件

 経費上限額

 200万円

通常枠

 企業の裾野を広げ、よりチャレンジングな実証事業を採択するため、前年度同様の通常枠に加え、
“スタートアップ企業枠” “市町村連携枠”を新たに創設。

NEW NEW



公募要件

• 以下の①、②のいずれにも該当しないものであること

① 提案内容を自ら実施できない事業者、熊本県が連携を行うにふさわしくないと判断した事業者等

② 暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第６号に規定する暴力
団員をいう）または暴力団（同法第２条第２号に規定する暴力団をいう）もしくは暴力団員と密接な関係を有する者 4

本プロジェクトを熊本県で実施できる事業者であること。（事業者所在地は問わない）１

実証実験で活用できるサービス・プロダクトをすでに有している事業者であること。２

本プロジェクトで取得、獲得したデータ等を熊本県（市町村連携枠においては、熊本県及び市町村）に
共有できる事業者であること。

３

公募申請時点においてUXメンバーシップ制度への登録が完了していること。
もしくは、UXメンバーシップ制度への登録申請を県で確認できていること。
（複数事業者による共同申請である場合は、全ての事業者の登録を要する）

4

侵襲的（投薬・注射・手術などの医療行為）な介入を伴う実証、その他倫理委員会への諮問が必要だ
と判断される実証を行う場合は、倫理委員会の諮問を必ず行うこと。

5

国内企業においては都道府県税に未納がないこと。６

申請主体者は法人格を有していること。7

 本公募に申請できる方は以下のとおり。
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 公募の結果、県内外の事業者から３０件の応募があり、４件を採択。

 庁内及び関係機関との連携を図りながら、規制・障壁の整理やその対応策の検討、モニター募集
など、実証実験の実施を伴走支援。

（参考）R4年度実証実験サポート事業について

採
択
事
業
者

実
証
内
容

 セミコンテクノパーク企業の従業
員を対象に、複数ルートで通
勤バスを運行

 マイカー通勤減少による渋滞緩
和の変化を検証

 1/27ノーマイカーデー実証実
験の実施

 モニターが自社開発の塩分吸
収抑制サプリを摂取

 食事管理アプリも併用し、尿中
の塩分濃度や健康意識の変
化を検証

 約200名のモニターを対象に
実証実験を実施

 モニターが世界最高精度のデバ
イスを着用して睡眠の質を計測

 血液･血圧検査も行い、睡眠
衛生指導による睡眠の質の変
化を検証

 約30名のモニターを対象に実
証実験を実施

 モニターが血糖値測定センサー
と保健指導アプリで自身の血
糖状態を日常から計測

 不知火菊・焼酎粕成分の摂取
や保健指導による糖化抑制な
どの効果を検証

 約100名のモニターを対象に
実証実験を実施



今後のスケジュール予定について
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 今後の主なスケジュールについては、以下のとおり。7月上旬の公募開始の際には詳細なス
ケジュールを提示予定。

６月３０日 プロジェクト実施の事前予告

７月上旬 実証実施企業の公募開始＆プロジェクト詳細公表

７月中旬 プロジェクト説明会（オンライン予定）

７月下旬 参加表明書締め切り

８月上旬 提案書締め切り

８月中旬 １次審査（書面審査）結果発表

８月下旬 ２次審査（プレゼンテーション）

９月上旬 ２次審査結果発表

９月上旬～２月上旬 実証期間

２月下旬 成果報告会

【今後の主なスケジュール】 （※調整のうえ変更する可能性もあり）

＜本件に関するお問い合わせ＞
UXプロジェクト事務局 Mail：ux.project@jp.ey.com
問い合わせの対応時間 ９：３０～１８：００（土日祝日及び年末年始を除く）

※ 本資料は、本事業への応募にあたって必要となる情報を簡潔に記載したものです。実際の手続きにあたっては、7月上旬に公表
予定の公募要領を確認しながら手続きをお願いします。なお、本資料と公募要領の記載内容に齟齬がある場合は、公募要領
の記載内容を優先します。

mailto:ux.project@jp.ey.com

